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テーマ１ 詳細

＜背景＞

• 台風や大雨時には、国や都道府県等が公表する多種多様な情報を監視・収集して、土砂災害や河川氾濫、

防災重点ため池の氾濫等に備えて、事前に避難情報を発令し、避難を呼びかける必要がある。

• 土砂災害危険度のようなリアルタイム及び予測のメッシュ情報や、雨量及び河川水位等の時系列情報、気象

警報などの定性的な電文情報などの時々刻々変わる多様な情報があり、監視業務の負担は大きい。

＜課題＞

• 各種データが自動的に収集され、避難情報発令基準に照らした監視やアラート通知が自動的に行われる環境

が整うこと。

• 避難情報の発令が必要な地域が、キキクル（危険度分布）等の情報から自動的に絞り込まれ、システムから

アドバイスを随時得られること。

• 現地のリアルタイム情報（例：大雨時冠水箇所やアンダーパス等の冠水状況、ため池の水位情報等）や雨

量等による予測から、現況や危険度を把握するサポートが得られること。
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【参考】発令判断における監視情報の例

【気象庁】

• 気象警報・注意報

• キキクル（危険度分布）

• 雨雲の動き

• 今後の雨

• 記録的短時間大雨情報

• 指定河川洪水予報

• 最新の津波警報・津波注意報・津波予報

• 地震情報

【国土交通省】

• 川の防災情報

【宮城県】

• 宮城県河川情報システム

• 宮城県土砂災害警戒情報システム

https://www.jma.go.jp/bosai/map.html#5/34.5/137/&elem=all&contents=warning
https://www.jma.go.jp/bosai/risk/#zoom:5/lat:35.012002/lon:134.978027/colordepth:normal/elements:land
https://www.jma.go.jp/bosai/nowc/#zoom:5/lat:34.506557/lon:136.999512/colordepth:normal/elements:hrpns&slmcs
https://www.jma.go.jp/bosai/kaikotan/#lat:34.506557/lon:136.999512/zoom:5/colordepth:normal/elements:rasrf&slmcs
https://www.jma.go.jp/bosai/map.html#5/34.5/137/&element=kirokuame&contents=information
https://www.jma.go.jp/bosai/flood/
https://www.jma.go.jp/bosai/map.html#5/38/135/&elem=warn&contents=tsunami
https://www.jma.go.jp/bosai/map.html#9/32.896/131.251/&elem=int&contents=earthquake_map
https://www.river.go.jp/
https://www.dobokusougou.pref.miyagi.jp/miyagi/servlet/Gamen1Servlet
http://www.doshasaigai.pref.miyagi.jp/sabo/disp?disp=TOP
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テーマ２ 詳細①

ICTへの
馴染みが
ある方

屋外(全域へ届くか)

戸別受信機

ICTへの
馴染みが
ない方

屋外拡声放送

屋内(全域へ届くか)

携帯電話等(スマホ、ガラケー等)への
緊急速報メール

防災アプリ
登録制メール
SNS

1. 沿岸部以外への対応

2. 雨天時の対応

3. スマホ以外の対応

3. スマホ以外の対応

課題

課題

仙台市では様々な手段を用いて、災害時の情報伝達を実施している。

ICTへ馴染みのない方への伝達や、屋外での伝達手段は、まだ改善の余地がある状況。
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テーマ２ 詳細②

1. 沿岸部以外への対応

➢ 屋外スピーカーは、津波対策として、直ちに避難する必要がある沿岸部に設置しているが、その他の

地域においても、屋外で情報を知る手段が確保できること。

2. 雨天時の対応

➢ 大雨時であっても、防災行政用無線（屋外拡声装置）のスピーカーの音声が明瞭に聞き取れるこ

と。

3. スマホ以外の対応

➢ 伝達手段の多くは携帯電話やスマホが必要なものになっているため、モバイル端末に限らない情報

伝達手段が確保できること。

※現在、本課題の対策の一環として、登録家庭の固定電話に自動音声で避難情報を伝える「せんだ

い避難情報電話サービス」を実施中。

https://www.city.sendai.jp/okyutaisaku/kikitaisaku/denwasystem.html

https://www.city.sendai.jp/okyutaisaku/kikitaisaku/denwasystem.html
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テーマ３ 詳細

災害発生時

避難者
受け入れ時

避難者
滞在時

• 避難所に市職員が到着する前に避難者が到着した場合でも、避難所に入る方法が整備されていること。

• 学校教職員がいない休日夜間であっても、開設準備が円滑かつ迅速にできること。

• 開設対象となる避難所について、土砂災害警戒情報発表から45分以内に、避難所開設準備が整うこと。

• 市職員が参集しない津波避難タワー等においても、避難者の情報を把握することができる方法があること。

• 災害対策本部側で、避難者数をリアルタイムに把握できる方法があること。

（現状は各避難所から報告→区役所でとりまとめ→本部へデータで報告となっている
が、自動集計ができるようにしたい。※個人情報の扱いに留意）

• 避難所開設準備を行った避難所において、避難者がどれくらい来るのか、精度の高
い予測情報があること。

• 各避難所と災害対策
本部等への連絡手段
が電話や無線等であ
るため、データの共有
等が困難

• 安価かつ停電や通信
インフラ障害時にも利
用可能なNWの提案

• 避難者の属性やニーズが、リアルタイムに把握できる方法があること。特に配慮が必
要な高齢者、障害者、妊産婦、子供などの避難者数や、体調が悪化している人の
情報など。

• 避難所の温度、湿度、ホコリ、ウイルス、CO2濃度、換気状況等、避難所環境の
状況把握ができ、さらに改善提案もあるソリューションであること。

【参考】現在の避難所運営について

仙台市ホームページ避難所運営マニュアル（特に（３）活動編、 （6）新型コロナウイルス対策追加事項 をご確認ください。

https://www.city.sendai.jp/kekaku/kurashi/anzen/saigaitaisaku/hinanjo/une.html
https://www.city.sendai.jp/kekaku/kurashi/anzen/saigaitaisaku/hinanjo/documents/191223_katudou.pdf
https://www.city.sendai.jp/kekaku/kurashi/anzen/saigaitaisaku/hinanjo/documents/210830-corona-taisaku.pdf
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【参考】 仙台市の避難所の運営体制

仙台市では、連合町内会等の地域団体、仙台市が派遣する避難所担当職員（避難所毎に担当課を決めています）、施設の管理者や職員からなる「避難

所運営委員会」が、平時からマニュアルの整備や訓練で顔の見える関係を築き、災害時は避難所の立上げや運営を行うなど、組織的に活動する体制としてお

ります。

避
難
所
運
営
委
員
会

地域団体

避難所担当職員

施設管理者・職員

避難者

• 連合町内会や町内会など、避難所が設置される地域で組織されている団体。
• 特に避難所開設当初においては、円滑に運営を開始するために、地域団体が中心となって運
営の各種活動を行う。

• 仙台市から避難所に派遣される職員。市が避難勧告等を発令した場合や、市内で大きな地
震が発生した場合に、各指定避難所へ派遣される。

• 避難所担当職員は、避難所運営委員会の活動全般に携わるとともに、主に区災害対策本
部との情報連絡を行い、避難所内の課題解決に向けて要請や調整を行う。

• 避難所となる施設の管理者や職員（学校教職員など）。
• 避難所内の居住スペースや共有スペースを設置する際に調整や助言を行うなど、施設の活用
に関することを中心に運営の支援を行う。

• 避難者は、避難所が設置されている地域の住民以外の方が避難される場合もある。
• 避難者は、地域団体等の指示のもと、避難所の各種活動を積極的に行う。また、避難所運
営委員会は、時間の経過とともに地域団体中心から避難者中心へと移行し、避難者による
自主的な運営を行っていく。
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【参考】日頃からの備えや地域における水害・土砂災害の危険性に応じた「避難の流れ」について

仙台市ホームページ避難所運営マニュアル（特に（２）大雨時避難・開設編 ）をご確認ください。

https://www.city.sendai.jp/kekaku/kurashi/anzen/saigaitaisaku/hinanjo/une.html
https://www.city.sendai.jp/kekaku/kurashi/anzen/saigaitaisaku/hinanjo/documents/ooamehen_20210806.pdf
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テーマ４ 詳細

• 災害危険区域は、事前にハザードマップ等で確認することができるものの、災害時は、実際に土砂災害や道路冠水、浸水が発生して

いる箇所がある一方、避難行動中の市民はそれを確認することはできないため、災害状況が可視化されたソリューションが必要。

• 津波から避難すべきエリアにおいて、徒歩（災害時要援護者は自動車）等で避難する場合の避難場所や経路を検索できること。複

数の避難場所・経路を確認して選択できることや、渋滞を防止・回避するなど、避難可能性を高めるソリューションが必要。



Ⓒ2021 City of Sendai

【参考】平常時の災害準備 仙台市HP「災害に備えて」
https://www.city.sendai.jp/kurashi/anzen/saigaitaisaku/sonaete/index.html

市民に、平常時から災害時の避難計画（「マイ・タイムライン」）の作成をよび
かけている。

自宅周辺の環境や各自の状況に応じて、避難先や、避難方法、避難にかか
る時間を把握してもらい、いざ避難が必要な際にも慌てずに行動できるよう準
備をしてもらうことが目的。また、合わせて家庭内備蓄や避難時の非常持ち出
し品のリストアップもよびかけている。

• 災害時のリアルタイムの情報反映

✓ よりスムーズな避難を行うため、マイ・タイムラインをデジタル化したうえで、

事前に作成した計画に照らし合わせたリアルタイムの情報を伝達できるこ

と。

• 家族との共有

✓ 過去の災害時には家族の安否や、避難先が分からないことがあったため、

家族の避難先をあらかじめ共有し、また、避難情報を確認できること。

改善したい点



THANK YOU!


